
一般名（製剤名）標的分子 適応疾患  主な対象フェノタイプ 使用年齢 投与経路 特徴・備考

オマリズマブ（ゾレアⓇ）
IgE

重症喘息
通年性アレルゲンへの 
IgE 抗体陽性のアトピー型喘息

6 歳以上 皮下注射
重症季節性アレルギー性鼻炎，慢性特発性蕁麻疹にも適応
自己注射が可能

メポリズマブ（ヌーカラⓇ）
IL-5 

重症喘息
好酸球数増加（≧ 150/ μ L） 

2 歳以上 皮下注射
鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎，EGPA にも適応
自己注射が可能

ベンラリズマブ（ファセンラⓇ）
IL-5 受容体α

重症喘息 
好酸球数増加（≧ 150/ μ L） 

12 歳以上 皮下注射
 好酸球 を 直 接 除 去．鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎、EGPA にも
適応　EGPA に対しては自己注射が可能

デュピルマブ（デュピクセントⓇ）
IL-4 受容体α

重症喘息・COPD                
 2 型炎症（主に呼気NO 高 値）/
COPD の好酸球数増加症例

12 歳以上 皮下注射
アトピー性皮膚炎・鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎にも適応
COPD では増悪反復例に使用　自己注射が可能

テゼペルマブ（テゼスパイアⓇ）
TSLP

重症喘息
好酸球・IgE・FeNOに依存しない
低 2型を含む症例

12 歳以上 皮下注射
フェノタイプ非依存で広範囲に使用可能．ただしステロイド
減量効果は乏しい　自己注射が可能

エキシデンサー（デペモキマブⓇ）
IL-5 

重症喘息
好酸球・IgE・FeNOに依存しない
低 2型を含む症例

12 歳以上　 皮下注射
鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎にも適応。長時間作用型生物学的製
剤 (26 週に 1回投与）　自己注射は不可


